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は
じ
め
に

子
ど
も
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
本
誌
に
お
い
て
展
開
さ
れ

て
き
て
い
る
ⅰ

。
子
ど
も
に
か
か
わ
る
諸
問
題
は
山
積
し
、
そ
の

解
明
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
確
立
へ
の
途
上
に
位
置
す
る
学
問

分
野
と
は
い
え
、
子
ど
も
学
へ
の
期
待
は
少
な
く
な
い
。
本
稿

で
は
、
子
ど
も
学
が
、
学
際
性
・
総
合
性
を
も
つ
学
問
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
学
な
ら
で
は
の
可
能
性
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
子
ど
も
学
の
研
究
対
象
に
つ
い
て
、
子

ど
も
学
部
の
研
究
者
が
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
め
ざ
す
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
保
育
学
に
か
か
わ
り
学

問
分
野
の
専
門
分
化
と
、あ
ら
た
な
学
問
領
域
を
創
造
す
る「
夢
」

に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

研
究
対
象
の
総
合
的
把
握
を
地
道
に
す
す
め
る
こ
と

子
ど
も
学
の
研
究
対
象
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
、
講
座

の
企
画
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
ⅱ

。各
講
義
は
、

自
然
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
子
ど
も
学
の
歴
史
や
子
ど
も
の
権

利
、
教
育
行
政
か
ら
子
ど
も
学
へ
の
期
待
等
で
あ
り
、
総
括
的

に
表
現
す
る
の
は
力
量
不
足
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
経
験
か
ら
、

保
育
、
教
育
、
福
祉
、
心
理
な
ど
の
実
践
現
場
の
課
題
、
研
究

子
ど
も
学
、
保
育
学
、
そ
し
て
…
（
雑
感
）

白
梅
学
園
大
学
・
子
ど
も
学
部 

子
ど
も
学
科

教
授　

近
藤
　
幹
生
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上
の
知
見
を
駆
使
し
て
連
携
す
る
努
力
の
必
要
性
を
認
識
で
き

た
。
子
ど
も
に
か
か
わ
る
諸
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
現
場

で
起
こ
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
を
し
ぼ
り
、実
践
者
と
研
究
者
（
教

育
、
福
祉
の
行
政
担
当
者
等
も
）
か
ら
な
る
研
究
協
議
を
か
さ

ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

深
刻
化
す
る
い
じ
め
問
題
は
、
報
道
さ
れ
る
特
定
地
域
だ
け

の
課
題
で
は
な
い
し
、
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
は
片
時
も
休

み
が
な
い
。
本
学
は
、
こ
の
問
い
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
責
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
解
決
方
向
が
容
易
で
は
な
い

と
し
て
も
、
地
域
の
実
践
者
と
本
学
の
研
究
者
と
が
、
英
知
を

結
集
し
て
事
例
報
告
や
研
究
協
議
を
か
さ
ね
る
こ
と
か
ら
、
課

題
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
い
え
る
。
根
深
さ
を
も
ち
か
つ
緊
急

性
が
あ
る
の
で
、
慎
重
な
配
慮
や
研
究
姿
勢
は
不
可
欠
だ
と
し

て
も
、
地
域
の
実
践
現
場
で
は
、
専
門
分
野
、
隣
接
領
域
に
あ

る
研
究
者
と
の
連
携
・
協
動
を
求
め
て
い
る
。
本
学
に
お
け
る

保
育
、
教
育
、
福
祉
、
心
理
の
各
専
門
分
野
の
研
究
者
間
の
連

携
を
す
す
め
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
、
研

究
レ
ベ
ル
の
質
的
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
に
、
微
力
を
つ
く
さ
ね

ば
と
考
え
て
い
る
。

い
じ
め
問
題
等
の
特
定
課
題
で
は
な
く
て
も
、
保
育
実
践
、

教
育
実
践
を
ど
う
創
造
す
る
の
か
と
い
う
面
で
、
本
学
へ
の
期

待
や
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
等
の
実
践
者
と
本
学
の
研
究
者
と
が
、
テ
ー
マ

を
鮮
明
に
し
、
同
一
の
テ
ー
ブ
ル
で
研
究
協
議
を
か
さ
ね
る
こ

と
に
よ
り
、
相
互
の
実
践
の
位
置
づ
け
、
研
究
者
の
役
割
を
深

め
合
い
課
題
解
決
へ
の
糸
口
を
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
得
る
。

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
低
学
年
の
実
践
者
と
共
同
研
究

す
る
機
会
に
参
加
し
て
い
る
が
ⅲ

、
実
践
交
流
、
研
究
協
議
の
継

続
に
よ
り
、
自
ら
の
実
践
、
研
究
の
位
置
づ
け
を
深
化
さ
せ
現

場
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
ん
ぐ
り
コ
マ
の
実
践
事
例
（
保
育
所
・
小
学
校
）
と
研
究

協
議
の
概
略
ⅳ

を
紹
介
し
て
お
く
。

―
A
保
育
所
：
５
歳
児
が
、散
歩
で
数
種
類
の
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ

て
き
て
、
ご
っ
こ
あ
そ
び
（
ま
ま
ご
と
、
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ

こ
等
）
を
し
た
後
、
ど
ん
ぐ
り
コ
マ
を
つ
く
る
。
キ
リ
を
使
っ

て
の
穴
あ
け
は
保
育
者
が
お
こ
な
い
、
軸
を
自
分
で
さ
し
て
仕

上
げ
る
。
ご
っ
こ
あ
そ
び
を
繰
り
返
し
て
か
ら
、
ど
ん
ぐ
り
は
、

砂
場
に
持
ち
込
ま
れ
小
山
で
こ
ろ
が
し
て
楽
し
く
あ
そ
ん
だ
。

ご
っ
こ
あ
そ
び
は
、
保
育
者
の
予
想
を
こ
え
て
継
続
し
た
実
践

と
な
っ
て
い
っ
た
。

B
小
学
校
：
1
年
生
、
2
年
生
合
同
の
生
活
科
授
業
で
「
ど

ん
ぐ
り
コ
マ
づ
く
り
」
を
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
コ
マ
の
製
作
は
、

教
諭
も
援
助
を
し
た
が
、
基
本
的
に
は
自
分
で
取
組
ん
だ
。
コ

マ
を
回
す
競
争
に
も
主
眼
が
置
か
れ
た
。「
ど
の
コ
マ
が
よ
く
回

る
か
」、「
な
ぜ
よ
く
回
る
か
」
と
、子
ど
も
た
ち
へ
投
げ
か
け
た
。

コ
マ
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
ど
の
く
ら
い
の
時
間
、
コ

マ
が
回
っ
て
い
る
か
」
を
問
い
、声
で
「
い
ち
、に
い
、さ
ん
・・・
」

と
唱
え
る
こ
と
か
ら
、
時
間
を
計
る
「
〇
〇
秒
、
ま
わ
っ
て
い
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た
…
」
と
い
う
認
識
へ
導
い
て
い
っ
た
。「
な
ぜ
、よ
く
回
る
か
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、
軸
の
長
さ
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
計
る

こ
と
へ
関
心
を
持
た
せ
て
い
っ
た
。
研
究
協
議
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
小
学
校
教
諭
が
、
保
育
所
の
５
歳
児
に
あ
そ
び
の
自

由
さ
が
あ
る
こ
と
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
に
新
鮮
さ
を
感
じ

る
と
い
う
発
言
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
保
育
者
側
か
ら
は
、
保
育

所
で
の
ど
ん
ぐ
り
コ
マ
の
実
践
が
、
就
学
後
に
、
発
展
さ
せ
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
と
い
う
。
就
学
前
の

課
題
と
し
て
、
あ
そ
び
の
経
験
を
拡
大
す
る
こ
と
が
、
就
学
後

の
科
学
的
認
識
へ
の
芽
生
え
を
導
く
側
面
が
あ
る
こ
と
も
、
議

論
の
な
か
か
ら
共
通
し
て
認
識
で
き
た
面
が
あ
る
。
―

A
保
育
所
の
保
育
者
と
B
小
学
校
の
教
諭
と
は
、
研
究
集
会

に
お
い
て
初
め
て
研
究
協
議
を
す
す
め
た
も
の
で
、
保
・
小
の

一
貫
し
た
連
携
事
例
と
は
い
え
な
い
が
、
実
践
現
場
に
お
け
る

保
育
実
践
、
教
育
実
践
を
振
り
返
る
契
機
に
は
な
っ
て
い
っ
た
。

各
実
践
現
場
で
は
、
実
践
を
意
識
化
し
、
創
造
的
に
展
開
す
る

た
め
に
も
、
研
究
者
と
の
連
携
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し

た
。限

ら
れ
た
経
験
か
ら
の
提
起
で
は
あ
る
が
、
本
学
は
、
地
域

に
お
け
る
子
ど
も
学
の
諸
課
題
に
、
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
す
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
現
場

で
取
組
ま
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
研
究
成
果
を
学
び
合
い
た

い
。
諸
問
題
の
複
雑
さ
は
、
異
な
る
専
門
領
域
、
近
接
領
域
が

協
働
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
子
ど
も
学
の
研
究
対
象
を
、

総
合
的
視
野
か
ら
ど
う
把
握
で
き
る
の
か
、
小
規
模
な
研
究
協

議
を
か
さ
ね
、
問
題
解
決
へ
の
方
向
性
を
切
り
拓
き
た
い
。
地

道
で
あ
っ
て
も
確
実
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

保
育
学
の
専
門
分
化
、
保
育
学
へ
の
問
い

日
本
保
育
学
会
は
、
１
９
４
８
年
創
設
以
来
65
年
の
歴
史
を

も
ち
、会
員
数
も
４
０
０
０
名
を
超
え
て
い
る
。研
究
者
と
共
に
、

保
育
所
、
幼
稚
園
を
は
じ
め
と
す
る
実
践
者
の
加
入
者
も
増
え

て
き
た
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
研
究
者
と
実
践
者
の
共
同
研
究

成
果
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
会
員
数
の
増
加
と
と
も
に
、
従
来

の
口
頭
発
表
の
他
に
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
自
主
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
専
門
の
学
会
誌『
保

育
学
研
究
』
も
、
発
行
回
数
が
増
や
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
保
育
学
と
は
何
か
」

と
い
う
本
質
的
問
題
だ
と
い
え
る
ⅴ

。

保
育
学
の
現
状
、
内
容
を
考
え
る
視
点
の
一
つ
と
し
て
、
日

本
保
育
学
会
の
大
会
の
口
頭
発
表
の
区
分
を
見
る
。「
保
育
内
容
、

保
育
所
・
幼
稚
園
の
あ
り
方
、
保
育
者
論
、
心
身
の
発
達
、
保

育
理
論
、
保
育
思
想
、
保
育
制
度
や
行
政
、
保
育
史
、
幼
小
連
携
、

地
域
社
会
と
保
育
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
保
育
学
の
研
究

分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
、
専
門
分
化
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

保
育
学
会
会
員
に
は
、
自
ら
の
専
攻
の
研
究
領
域
が
ど
こ
に
属
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す
る
か
を
、
記
入
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
保
育
学
原
理
、

乳
幼
児
心
理
学
、小
児
保
健
・
小
児
栄
養
、保
育
内
容
（
５
領
域
）、

乳
児
保
育
、
特
別
に
援
助
を
要
す
る
子
の
保
育
、
保
育
実
践
（
現

場
）
研
究
、
保
育
者
養
成
、
子
育
て
支
援
、
地
域
の
専
門
機
関

と
の
連
携
、
児
童
文
化
、
児
童
福
祉
、
諸
外
国
の
保
育
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
世
代
間
交
流
、
保
育
経
営
、
そ
の
他
）。
筆
者
は
、「
保

育
学
原
理
、保
育
内
容
言
葉
」
と
し
、本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

保
育
学(

保
育
所
の
あ
り
方
、
言
葉
、
就
学
課
題
、
保
育
史)

と

標
記
し
追
究
し
て
い
る
。

保
育
学
は
、
学
際
性
・
総
合
性
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
が
、
端

的
に
言
え
ば
、
毎
日
の
保
育
実
践
に
は
、
幅
広
い
諸
科
学
が
相

互
に
関
連
し
反
映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、

実
践
と
研
究
が
往
復
す
る
な
か
で
認
識
さ
れ
る
は
ず
で
、
保
育

実
践
者
と
保
育
学
に
か
か
わ
る
研
究
者
と
が
、
対
等
・
平
等
な

姿
勢
を
も
ち
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
研
究
者
の
側
か
ら
見
た

と
き
、
幅
広
く
、
か
つ
専
門
分
化
し
て
き
た
保
育
学
の
研
究
成

果
を
、
実
践
現
場
に
返
す
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
践

現
場
に
お
け
る
研
究
的
努
力
も
少
な
く
な
く
、
従
来
指
摘
さ
れ

て
い
な
い
知
見
が
、
保
育
現
場
か
ら
導
か
れ
て
い
く
こ
と
も
増

え
て
い
く
可
能
性
が
強
い
。

近
年
、保
育
者
養
成
課
程
の
あ
る
大
学
教
員
の
採
用
条
件
（
公

募
）
と
し
て
、
修
士
号
を
も
ち
、
か
つ
保
育
者
と
し
て
の
実
践

経
験
を
有
す
る
こ
と
が
（
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
）
求
め
ら
れ

て
い
る
。
保
育
所
、幼
稚
園
等
の
現
場
経
験
が
あ
る
こ
と
を
も
っ

て
、
自
動
的
に
保
育
学
の
研
究
者
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
意

味
と
役
割
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。保
育
学
研
究
の
充
実
・
発
展
、

つ
ま
り
乳
幼
児
期
の
保
育
・
教
育
の
学
問
的
追
究
に
は
、
実
践

現
場
を
土
台
と
し
た
、
実
践
者
と
研
究
者
と
の
連
携
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
が
、
明
確
化
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

新
た
な
学
問
領
域
、
学
会
設
立
へ
の
「
夢
」 

Ⅵ

保
育
学
は
、
独
自
の
学
会
と
し
て
65
年
の
歴
史
を
も
つ
が
、

専
門
学
問
と
し
て
十
分
な
社
会
的
認
知
を
得
て
い
な
い
と
考
え

る
。
こ
の
点
は
、
筆
者
も
含
め
会
員
自
ら
が
問
い
続
け
る
課
題

で
あ
る
。
自
身
の
模
索
と
し
て
、
保
育
学
（
保
育
所
の
あ
り
方
、

言
葉
、
就
学
課
題
、
保
育
史
）
の
こ
だ
わ
り
を
も
ち
研
究
を
深

化
さ
せ
る
こ
と
、
同
時
に
、
新
た
な
学
問
領
域
の
創
造
を
め
ざ

す
若
手
研
究
者
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

保
育
内
容
学
と
い
う
新
た
な
学
問
領
域
を
構
築
す
べ
き
、
と

い
う
若
手
研
究
者
た
ち
（
保
育
者
経
験
を
も
つ
研
究
者
）
か
ら
、

強
い
意
志
が
寄
せ
ら
れ
た
。
保
育
内
容
学
会
の
設
立
を
め
ざ
す

準
備
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
４
年
間
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
準
備
会
の
議
論
で
は
、
以
下
５
点
の
柱
に
つ
い
て
研
究
協

議
を
か
さ
ね
て
き
て
い
る
。
①
実
践
と
乖
離
し
な
い
研
究
の
必

要
性
、
②
保
育
内
容
「
各
論
」
が
充
実
す
る
必
要
性
、
③
保
育

内
容
「
各
論
」
を
結
び
つ
け
る
「
総
論
」
の
必
要
性
、
④
保
育

内
容
の
核
と
な
る
「
保
育
内
容
学
」
の
必
要
性
、
⑤
実
践
を
経
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験
す
る
中
で
感
じ
る
課
題
を
議
論
す
る
必
要
性
。

日
本
の
保
育
所
・
幼
稚
園
等
に
は
、
歴
史
性
・
地
域
性
を
持
ち
、

多
様
な
存
在
形
態
が
あ
る
。
営
ま
れ
て
い
る
一
つ
ひ
と
つ
実
践

に
光
を
あ
て
た
い
。
準
備
会
で
の
議
論
や
検
討
も
、
こ
の
姿
勢

を
貫
い
て
き
て
い
る
。
同
時
に
、
保
育
現
場
か
ら
み
た
、
保
育

政
策
の
あ
り
方
や
制
度
論
に
つ
い
て
も
議
論
を
す
す
め
て
き
た
。

保
育
の
場
と
い
う
概
念
も
、
時
代
と
共
に
変
容
し
て
き
た
。
保

育
所
・
幼
稚
園
の
み
が
施
設
保
育
を
す
る
場
で
は
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
保
育
内
容
の
定
義
に
つ
い
て
も
、
議
論
を
積
み
上

げ
て
い
る
さ
な
か
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
以
降
、
日
本
保
育
学

会
の
場
で
自
主
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
２
０
１
２
年
に
は
、

第
１
回
研
究
大
会
を
関
西
地
域
の
メ
ン
バ
ー
と
合
同
で
お
こ
な

う
な
ど
、
研
究
の
輪
を
広
げ
て
き
た
。
保
育
実
践
と
保
育
研
究

と
が
、
二
分
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
い

実
践
を
核
と
し
た
研
究
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
つ
も
り
で
い
る
。

幅
広
い
方
々
の
参
画
、
批
判
を
の
ぞ
み
た
い
。

Ⅰ　
　

�

金
田
利
子
「
子
ど
も
学
へ
の
期
待
」、
小
松
隆
二
「
子
ど
も
学
の
源
流
と

先
駆
者
た
ち
、
子
ど
も
学
の
先
駆
者
た
ち
①
」、
無
藤
隆
「
子
ど
も
学
を

ど
う
進
化
さ
せ
る
か
―
白
梅
学
院
大
学
院
か
ら
の
挑
戦
」、
首
藤
美
香
子

「
子
ど
も
学
試
論
」
他
。『
地
域
と
子
ど
も
学
』
創
刊
号
、
２
号
、
３
号
、

４
号
に
各
連
載
論
考
も
含
め
て
掲
載
。

Ⅱ　
　

�

本
学
教
育
福
祉
研
究
セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も
学
研
究
所
『
白
梅
子
ど
も
学
叢

書
３
』、
２
０
１
０
、
他
。

Ⅲ　
　

�

長
野
県
教
育
研
究
集
会
「
幼
年
期
の
保
育
と
低
学
年
の
教
育
問
題
」
分
科

会
（
２
０
０
７
年
よ
り
共
同
研
究
者
）

Ⅳ　
　

�

ⅲ
の
分
科
会
報
告
を
要
約
。

Ⅴ　
　

�

小
川
博
久
「
保
育
学
の
学
問
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
―
学
会
活
動
の
あ
り
方

を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
―
」
聖
徳
大
学
研
究
紀
要
、
人
文
学
部
、
第

17
号
、
63
―
70
、
２
０
０
６
年
。
汐
見
稔
幸
監
修
・
木
村
歩
美
編
著
『
保

育
学
を
拓
く
』
萌
文
社
（
２
０
１
２
年
）
等
に
注
目
し
て
い
る
。

Ⅵ　
　

�

保
育
内
容
学
会
準
備
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.geocities.jp/

hoikunaiyou/sub1.htm


